
【
概
要
】 

然
別
自
然
休
養
林
は
、
鹿
追

町
、
士
幌
町
、
上
士
幌
町
の
３

町
に
跨
が
り
、
大
雪
山
国
立
公

園
の
南
部
に
位
置
す
る
然
別
湖

を
中
心
に
広
が
る
休
養
林
で
す
。 

 

エ
リ
ア
内
に
は
「
然
別
火
山

群
」
と
呼
ば
れ
る
標
高
１
，
２

０
０
ｍ
前
後
の
山
々
と
、
か
つ

て
火
山
活
動
が
川
を
せ
き
止
め

誕
生
し
た
、
標
高
８
１
０
ｍ
と

道
内
で
は
も
っ
と
も
高
い
場
所

に
あ
る
湖
「
然
別
湖
」
が
あ
り

ま
す
。 

最
終
氷
期
と
呼
ば
れ
る
今
よ

り
寒
い
時
代
に
誕
生
し
た
火
山

群
に
は
、
岩
の
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
し

た
斜
面
が
広
が
り
、
そ
の
周
囲

に
は
夏
で
も
冷
た
い
風
を
吹
き

出
す
穴
「
風
穴(
ふ
う
け
つ)

」

と
、
地
下
に
は
年
中
凍
り
続
け

る
永
久
凍
土
の
存
在
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

エ
リ
ア
内
に
は
、
こ
の
ほ
か
、

火
山
の
恵
み
で
あ
る
温
泉
や
、

今
ま
さ
に
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る

三
角
州
、
道
内
三
大
秘
湖
と
し

て
知
ら
れ
る
「
東
雲
湖(

し
の
の

め
こ)

」
な
ど
、
こ
の
地
な
ら
で

は
の
地
形
や
景
観
が
広
が
っ
て

お
り
、
様
々
な
Ｃ
Ｍ
や
ド
ラ
マ

の
撮
影
な
ど
に
も
使
わ
れ
て
い

ま
す
。 

【
地
名
の
由
来
】 

北
海
道
の
地
名
の
多
く
は
ア

イ
ヌ
語
に
由
来
し
て
お
り
、
そ

の
多
く
は
、
土
地
の
地
形
の
特

徴
や
産
物
な
ど
を
表
し
ま
す

(

語
源
に
は
諸
説
が
あ
り
ま
す)

。 

鹿
追
町
：
ア
イ
ヌ
語
で
「
ク
テ

ク
ウ
シ
」(

鹿
捕
り
柵
の
あ
る
も

の) 士
幌
町
・
上
士
幌
町
：
ア
イ
ヌ

語
で
「
シ
ュ
ウ
ウ
オ
ロ
」(

鍋
を

水
に
浸
し
た
と
こ
ろ) 

【
楽
し
み
方
】 

●
登
山
：
周
辺
の
山
は
登
山
口

か
ら
頂
上
ま
で
の
標
高
差
が
４

０
０
ｍ
前
後
。
登
山
道
の
状
態

は
様
々
で
す
が
、
比
較
的
歩
き

や
す
く
、
短
時
間
で
登
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
自
然
観
察
を

し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
登
り
た
い

方
や
、
登
山
初
心
者
の
方
に
も

オ
ス
ス
メ
で
す
。 

●
カ
ヌ
ー
・
カ
ヤ
ッ
ク
：
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー(

有
料)

が
実
施
さ
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、
初
心
者
の

方
で
も
安
全
に
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

●
遊
覧
船
：
一
周
約
40
分
か
け

て
然
別
湖
を
廻
り
ま
す
。
モ
ー

ニ
ン
グ
ク
ル
ー
ズ
や
ナ
イ
ト
ク

ル
ー
ズ
も
お
勧
め
で
す
。(

要
予

約)

。
他
に
も
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
、

キ
ャ
ン
プ
、
釣
り(

期
間
限
定)

、

足
湯
な
ど
様
々
な
楽
し
み
方
が

あ
り
ま
す
。 

【
気
候
性
と
植
生
・
野
生
生
物
】 

 

冬
は
マ
イ
ナ
ス
30
度
以
下
、

夏
で
も
５
度
近
く
ま
で
下
が
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

周
り
を
囲
む
原
生
林
に
は
日

本
最
古
の
永
久
凍
土
が
作
り
出

す
特
殊
な
自
然
環
境
が
あ
り
ま

す
。 ま

た
、「
然
別
湖
」
は
大
雪
山

国
立
公
園
内
で
唯
一
の
自
然
湖

で
す
。 

そ
こ
に
は
湖
が
陸
封
さ
れ
た

こ
と
で
独
自
の
進
化
を
遂
げ
た
、

世
界
に
は
こ
こ
し
か
い
な
い
オ

シ
ョ
ロ
コ
マ
（
ミ
ヤ
ベ
イ
ワ
ナ
）

が
生
息
し
て
い
ま
す
。 

周
辺
に
拡
が
る
森
に
は
、
エ

ゾ
ナ
キ
ウ
サ
ギ
な
ど
貴
重
な
動

植
物
が
多
数
生
息
し
、
ま
た
、

日
本
蘇
苔
類
学
会
に
よ
り
「
日

本
の
貴
重
な
コ
ケ
の
森
」
に
も

選
ば
れ
て
い
ま
す
。 

【
ア
ク
セ
ス
】 

●
公
共
交
通
機
関
の
場
合 

・
と
か
ち
帯
広
空
港
→
JR
帯
広
駅 

 

（
バ
ス 

約
２
時
間
30
分
） 

・
JR
札
幌
駅
→
JR
帯
広
駅 

（
約
２
時
間
30
分
） 

JR
帯
広
駅
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル 

→
然
別
湖
畔
温
泉 

（
バ
ス
約
１
時
間
40
分
） 

・
JR
札
幌
駅
→
JR
新
得
駅
か
ら 

（
バ
ス
約
１
時
間
20
分
） 

→
然
別
湖
畔
温
泉 

●
車
の
場
合 

・
道
東
自
動
車
道 

新
千
歳
空
港

→
十
勝
清
水
IC
→
然
別
湖
（
約
１

８
０
km
、
約
２
時
間
40
分
） 

・
旭
川
空
港
→
然
別
湖
（
約
１
８

０
km
、
約
２
時
間
40
分
） 

・
帯
広
・
広
尾
自
動
車
道
、
道
東
自

動
車
道 

と
か
ち
帯
広
空
港
→
芽

室
IC
→
然
別
湖
（
約
90

km
、
約
１

時
間
30
分
） 

・
JR
札
幌
駅
→
然
別
湖
（
約
２
２

０
km
、
約
３
時
間
20
分
） 
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